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将来像は、本市の⻑期的かつ総合的なまちづくりの指針である総合計画の中で、令

� �������）年度を目途に目指す「まちづくりの⽅向性や将来の姿」を目標として
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将来像の概念�
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市⺠の誰もが、それぞれ抱く夢や希望をかなえることができるよう、個性と
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⽣のスタートを切り、⼤きくなるにつれ、郷⼟愛を深めていき、⽣涯を通して

⼟浦で⽣きていくことを⼼から誇りに思えるよう、全ての市⺠にとって「夢の

��456�78�!�&�

�
������	�
��

〜「地域の宝」で⼈を呼び込むまち�〜�

�

⼟浦に活⼒をもたらすために、あらゆる⾯から市⺠の暮らしを豊かにすると

ともに、更なる産業発展を促進します。�

あわせて、⻑きにわたる⼟浦の歴史と伝統の中で培われてきた本市の「地域

の宝」に磨きをかけるとともに、時代の変化に応じて、新たな地域の魅⼒を⽣

み出すことで、本市ならではの魅⼒あふれるまちを創っていきます。�

さらに、創り出した魅⼒を通じて、⼀⼈でも多くの⽅に⼟浦に関⼼を持って
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物理的な⼈のつながりに制限が加わったことで、⼈と⼈とのつながりの在り⽅⾃体が
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際化の進展といった時代の変化に伴い、性別や⼈種、年齢、障害の有無などにかかわ

らず、個⼈を尊重し、認め合う共⽣の意識を醸成することが必須となります。その上
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したがって、「夢のある、元気のある⼟浦」の実現に向けて、市⺠の誰もが居場所
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さらに、こうしたまちづくりを礎に、福祉や医療、防災・防犯、⼦育て、教育といっ
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本市は、⽔⼾街道の陸上交通及び霞ヶ浦を経由した⽔上交通の要地であり、県南地

域の中⼼地として栄えてきた歴史があります。また、交通インフラの利便性を⽣かし

て、産業⽴地が進んでおり、霞ヶ浦を中⼼とした観光的な魅⼒も備える⼀⽅で、本市
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など、多⾯的な特性を持っています。しかしながら、近年の⼈⼝減少や少⼦⾼齢化に

より、全国の地⽅都市と同様に、にぎわいが失われつつあることから、地域の活⼒を
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��� 市⺠協働� 福祉・医療� ������ ���� ���

本市ならではの魅⼒を通じて地域の活⼒を⽣み出す�
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したがって、「夢のある、元気のある⼟浦」の実現に向けて、市⺠が本市の魅⼒で

ある「地域の宝」を再認識するとともに、本市の特性を⽣かした新たな魅⼒を創出す

ることで、郷⼟愛を育み、かつ、住環境や雇⽤環境、⼦育て環境などの側⾯から市⺠

満⾜度の⾼いまちづくりを進めます。�

�

さらに、こうして⽣み出される⼈やまちの魅⼒を効果的に発信し、⼟浦に興味を�

������	
���、移住、産業⽴地や観光交流等につなげることで、本市なら

ではの魅⼒を通じて地域の活⼒を⽣み出すための各種施策を推進していきます。�
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ど、未来技術を活⽤した社会のデジタル化は現在急速に進⾏しています。�
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形成の両⽴や⼦育て及び教育環境の充実を図るとともに、時代の変化に対応した⾏政

運営や中⻑期的視点に⽴った財政運営を⾏います。�

�

©]Y!ª«¦¬�­®Y¯°v�\UY[!ª±`«��²§¨�� !,%³

ーシップを発揮しながら、周辺⾃治体と連携した広域⾏政に積極的に取り組むことで、
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リーディングプロジェクト 

 

社
会
経

済
情
勢
等
の

変
化

 

「夢のある土浦」の創生 

－誰もがその人らしく暮らせるまち－ 

・市⺠の誰もが、夢や希望をかなえることができるよう、その⼈らし

く暮らすことができる、あたたかさあふれるまちを創ります。 

・未来を担う子どもたちが、こうして育まれた環境の中で安心して人

⽣のスタートを切り、郷⼟愛を深め、⽣涯を通して⼟浦で⽣きてい

くことを⼼から誇りに思えるよう、全ての市⺠にとって「夢のある

土浦」を実現します。 

土浦の特性を生かした将来に向けての取組

の推進 

●若者が⼟浦を愛着を持てるまちに変えて

いくことが重要 

●⽣活利便性向上や雇⽤創出等による活気

ある持続可能な都市構造の実現が必要 

●定住や⼈⼝還流に向け、本市の「地域の

宝」を生かしたまちづくりが必要 

新型コロナウイル

ス感染症収束後の

新たな社会を⾒据

えた対応 

●感染症流⾏に起

因する人の価値

観や⾏動様式の

劇的変容により、

地域社会におけ

る人と人とのつ

ながりは弱体化 

●地域内外での活

動制限により、人

と⼈との交流の

機会が著しく減

少しており、今

後、地域社会全体

の活⼒低下が危

惧される 

●一方で、人と人と

の交流の制限下

でも社会経済活

動の継続を可能

とするデジタル

技術の活用及び

郊外に住む「余裕

を持った生活」に

向けて、地方への

移住の関心が高

まっている 

●本市では、今後地

域社会のデジタ

ル化のより一層

の推進及びあら

ゆる⾏政分野に

おいて、未来技術

の利便性を享受

しつつも、人と人

との心の絆を大

切にするバラン

スの取れた施策

の構築が必要 

安心な暮らしを享

受できる持続可能

な社会の実現 

●激甚化する災害

対応には社会経

済活動の維持・

継 続 や 広 域 連

携、感染症等の

複合災害防止の

視点も必要 

●国際社会が推進

する地球環境問

題 の 解 決 に 向

け、森林保全、

霞ヶ浦の水質浄

化を始め、身近

な環境問題への

取組が重要 

お互いを認め合い、

支え合う地域共生

社会の実現 

●社会の変化に対

応した地域共生

社会の実現に向

けた取組の着実

な発展が必要 

●地域や家庭の抱

える課題の複雑

化に伴い、地域

包括ケアの取組

の深化などがま

すます重要 

効率的・効果的な⾏

財政運営と広域連

携の推進 

●限られた財源・

人材の中で持続

可能で安定的な

⾏財政基盤の確

⽴が必要 

●本市が県南地域

の中心都市とし

て、リーダーシ

ップを発揮しな

がら、周辺市町

村とそれぞれの

強みを生かした

広域での連携に

よる効率的なま

ちづくりが必要 

少子・超高齢社会の

到来への対応 

●本市では、少子

化対策が喫緊の

最重要課題 

●⽣産年齢⼈⼝の

減少により全世

代活躍型地域社

会の構築が必要 

●地域社会におい

ては、持続可能

な地域コミュニ

ティを確⽴する

ことが重要 

本市の現状を踏まえた課題の取りまとめ 

市
民

意
見
 

本
市
の

現
状

 

「元気のある土浦」の創生 

－「地域の宝」で人を呼び込むまち－ 

・⼟浦に活⼒をもたらすために、市⺠の暮らしを豊かにするとともに、

更なる産業発展を促進します。あわせて、本市の「地域の宝」に磨

きをかけるとともに、時代の変化に応じて、新たな地域の魅⼒を⽣

み出すことで、本市ならではの魅⼒あふれるまちを創ります。 

・創り出した魅⼒を通じて、⼟浦に⼈を呼び込むことで、活気あふれ

る「元気のある土浦」を実現します。 

リーディングプロジェクト及び基本目標 

将来像「夢のある、元気のある土浦」を実現するために、3つの視点に基づき、総合計画を推進していきます。 

将来像「夢のある、元気のある土浦」を実現するため、優先的・重点的に取り組

むべき政策として、４つのリーディングプロジェクトを定めます。 

基本目標 

１ 心豊かに住み続けることのできるまちづくり 

２ 未来につなげる魅⼒あるまちづくり 

3 「しごと」を核とした活⼒のあるまちづくり 

4 全ての市⺠が安⼼して暮らせるまちづくり 

5 多様性を認め合い、包容⼒を育むまちづくり 

6 ふれあいとあたたかさにあふれる福祉のまちづくり 

7 未来につなげる環境にやさしいまちづくり 

8 効率的な⾏財政運営による持続可能なまちづくり 

将来像「夢のある、元気のある土浦」を実現するため、８つの

基本目標を定めます。 

 

将来像「夢のある、元気のある土浦」 

子どもが夢と希望を持ち、 

生き生きと育つまちづくり 

1 子育て環境の充実  

2 経済的支援の充実 

3 教育環境の充実 

将来目標⼈⼝（令和 13（2031）年）︓128，000 人 

・出⽣率の向上や⻘年・壮年世代の転出超過の改善などを始め、⼈⼝減少の克服（抑制）及び⼈⼝の若返りに向けた実効性の⾼い施策を進めます。 

・「交流⼈⼝」及び「関係⼈⼝」を拡⼤し、本市への⼈⼝流⼊につなげます。 

暮らしやすさ、働きやすさが 

人を呼ぶまちづくり 

1 暮らしの質の向上 

2 地域経済の活性化 

未来につなげる「地域の宝」を 

生かしたまちづくり 

1 「地域の宝」を核とした魅力の創造 

2 「地域の宝」の戦略的な発信 

安心な市民生活を支える 

災害に強いまちづくり 

1 防災・減災対策の充実 

2 防災インフラの整備 

【成果指標：年少人口割合】 

 10.9％→11.4％ 

（10 年後） 

【成果指標：観光入込客数】 

808,102 人→1,755,000 人 

（10 年後） 

【成果指標：社会移動数】 

＋173 人/年→現状値以上 

（10 年後） 

【成果指標：自主防災組織率】 

85.4％→100％ 

（10 年後） 

将来像を支える 

３つの視点 

人と人がつながり合い、 

地域社会を支える 

本市ならではの魅⼒を通じて 

地域の活⼒を⽣み出す 

将来にわたって、 

持続可能な地域を創造する 

 

                                                                                              

第９次土浦市総合計画フロー図 
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本市の将来目標⼈⼝については、最も⼀般的な「将来⼈⼝推計」データである国⽴
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国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所の最新の推計である平成 ������ ）年の推計に
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したがって、結婚・出産・⼦育て世代の出⽣率の向上や⻘年・壮年世代の転出超過

の改善、中⾼年世代の転⼊の促進などを始め、⼈⼝減少を克服（抑制）するとともに、

⼈⼝構造の若返りに向けた実効性の⾼い施策を進めることで、令和 �������）年の
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（２）交流⼈⼝・関係⼈⼝の拡⼤�
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会移動の推移を⾒ると、特に 78 9:;<=� >8 歳代といった若い世代において転
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そこで、今ある本市の強みを最⼤限に活⽤しながら、東京圏を始めとする流出先に

は⾒られない個性ある魅⼒づくりを進め、市外からの来訪者である「交流⼈⼝」を拡
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さらに、近年、移住した「定住⼈⼝」でもなく、観光に来た「交流⼈6S�TF��

地域や地域の⼈々と多様に関わる「関係⼈⼝」と呼ばれる地域外の⼈材が若者を中⼼
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このような「関係⼈⼝」の存在を認識し、こうした⼈たちの「地域に貢献したい」

という想いを受け⽌めるとともに、継続的な関⼼や交流を通じ、様々な形で受け⼊れ、

地域と継続的なつながりを持つ機会を提供していくことが、「交流⼈⼝」の拡⼤とと
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したがって、引き続き、本市の魅⼒あふれる「地域の宝」を戦略的かつ効果的に発

]���!^_`abcd^ef
�
に積極的に取り組み、本市の知名度を⾼めること

で、「交流⼈⼝」及び「関係⼈⼝」を拡⼤し、本市への⼈⼝流⼊につなげます。�
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���� ⼟地利⽤の考え⽅�
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本市は、筑波⼭麓と霞ヶ浦に挟まれた地域であり、桜川等の複数の河川が流れてい

ます。また、⽔⼾街道などの交通路が整備され、沿道に街が形成されるとともに、街

を中⼼として近くには集落が分布し、⼟浦を形づくってきました。�

�

� このような本市の地勢や現況を踏まえ、基本構想を実現する空間として、⼟地利⽤
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⾏政サービスなどの機能や先⼈から受け継いできた夢とロマンあふれる歴史・⽂化
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との交通アクセスを良好に保ち、市外からの来訪者も含め多くの⼈が集う、広域的

な交流拠点としてにぎわいのある都市機能の充実を図ります。�

�
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����

性に配慮しつつ、市⺠や来街者が集い、⽔辺に親し�����&4�������

としての⼟地利⽤を推進します。�

�
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た市街地として、ＪＲ神⽴駅を中⼼とする市街地地区については⼯業集積を⽣かし

た隣接市との交流拠点にふさわしい市街地として、それぞれの特徴を⽣かして、都

⼼部を補完する南北の副都⼼としての都市機能の維持・向上を図ります。�

�
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域特性を⽣かした市街地として、多様な⼈々が⽣き⽣きと安⼼して暮らし、交流す

る良好な市街地の形成を図ります。�

�

�

�� 集落環境ゾーン�

本市の市街地ゾーン及び⾃然環境ゾーンを除く範囲は、広く、農地・集落・⾥⼭
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布し、市⺠が住まい、働く場所であり、かつ、⾝近な⾃然と触れ合える場となって
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このゾーンでは、⼈⼝減少による集落の空洞化・過疎化を防ぐとともに、適切な

⼟地利⽤を誘導することで、⾃然と⽣活がほどよく両⽴し、共存するゾーン形成を
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の機能を保持するとともに、霞ヶ浦の⽔辺環境は、⽣物の多様性を育み、市⺠が⽔
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等の環境保全活動の充実を図るとともに、⾃然を活⽤した交流機会の提供など、市

⺠の⽣活を豊かにする取組を推進します。�
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本市では、ＪＲ常磐線、常磐⾃動⾞道、国道６号といった基幹的な交通ネットワ

ークが、本市を南⻄から北東に貫く形で整備されており、市街地ゾーンもこれらの
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本市においては、この都市軸を基軸として、円滑な交通を実現する幹線道路網の
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ンや周辺を結び、市⺠が暮らしやすく、地域が持続可能となる交通ネットワークを
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あわせて、スマートインターチェンジの整備を推進し、まちに活⼒をもたらすた

%�������d�#⽣かして、各インターチェンジ周辺地区の適切な⼟地利⽤
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筑波⼭麓、霞ヶ浦の２つの⾃然資源とそれらの間に流れる桜川は、本市の⾃然�
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守るとともに、市⺠が⾃然を楽しみ、活⽤する活動をサポートする環境整備を図り
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つくば経済圏内での交流を促進し、市⺠の⽣活利便性を向上させるとともに、県
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